
ねらい

１. 顎・顔面・口腔領域の主な疾患の診断、治療について概要を理解する。

２. 他領域疾患や全身疾患との関連を理解し、説明できる。

学修目標

１． 齲蝕、慢性辺縁性歯周炎およびこれに継発する疾患について説明する。（Ⅱ-1，Ⅱ-6，Ⅱ-11）

２． 有害業務による歯科疾患の診断、治療について述べる。（Ⅱ-6，Ⅱ-11，Ⅲ-1）

３． 顎顔面損傷の診断、救急処置について説明する。（Ⅱ-1，Ⅱ-6，Ⅱ-11）

４． 顎・口腔領域の嚢胞、腫瘍について概略を理解し、口腔がんの診断、治療について述べる。（Ⅱ-1，Ⅱ-6，Ⅱ-11）

５. 顎関節、唾液腺疾患の診査法を説明し、主な疾患について述べる。（Ⅱ-1，Ⅱ-6，Ⅱ-11）

事前学習 講義資料(e-learning)をよく読んで、専門用語は教科書で調べておく。

成績評価方法・基準

講義担当者ごとに理解度の確認のために４回の小テスト(e-learning)を行い、出席状況、授業態度

を加味し、100点満点換算でA,B,C,D,Eの５段階評価とする。小テストは出席を兼ねる。

○ 教　科　書

○ 参　考　書

榎本昭二，道健一，天笠光雄，小村健監修　最新　口腔外科学　第5版　医歯薬出版　2017

講義：２４０１講義室
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R8.10.6 火 7・8 歯ならびに歯周組織の疾患 PS 02 16
01,02,
04,05

髙田　まゆこ

10.13 火 7・8 職業性歯科疾患
PS

SO

02

01

16

04

01,02,05
03,04
03,04

髙田　まゆこ

10.20 火 5・6 顎顔面の損傷（1） PS 02 16 01-05 秋森　俊行

10.20 火 7・8 顎顔面の損傷（2）(小テスト１　担当秋森） PS
02
03

16
05

01-05
12

秋森　俊行

11.5 木 5・6 顎炎、顎関節疾患 PS
02
03

16
05

01,02,05
12

上田　大佑

11.10 火 7・8 顎変形症
PS
CS

02
02

16
04

01-05
20

未定（学外）

11.12 木 5・6 顎骨壊死について PS 02 16 02-05 上田　大佑

11.17 火 7・8 顎・口腔の悪性腫瘍（1） PS 02 16 01-05 秋森　俊行

11.19 木 5・6 顎・口腔の悪性腫瘍（2）（小テスト２　担当秋森）
PS
CS

02
02

16
04

01-05
19-21

秋森　俊行

11.24 火 7・8 顎・口腔の良性腫瘍 PS 02 16
01,02,
04,05

志渡澤　和佳

12.3 木 5・6 顎・口腔の嚢胞性疾患（小テスト３　担当志渡澤） PS 02 16
01,02,
04,05

志渡澤　和佳

担　　当　　者

歯科・口腔外科学
【Dentistry・Stomatology】

担当責任者　(医学部長)　

野間　弘康・瀬戸　晥一： 標準口腔外科学、第4版、医学書院、2015
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コアカリ項目

12.8 火 7・8 唾液腺疾患 （小テスト４　担当上田） PS 02 16 01-05 上田　大佑

担当責任者　教授（医学教育改革推進センター長）　岩田　勲　

ねねららいい

臨床実習開始前段階として、地域包括ケアシステムの視点から、急性期から在宅医療までの医療の連続性と、

行政も含んだ多職種連携を患者・家族の視点も踏まえて学ぶとともに、医学生としての基本姿勢を身につける。

学学修修目目標標

１． 地域包括ケアシステムの視点から、救急・急性期から在宅・地域までの医療の連続性を説明できる。(II-7, II-11, II-12)

２． 家族や地域といった視点をもちながら、コミュニケーションをとることができる。(VI-1)

３． 実習で扱った健康課題について、地域資源の観点から支援の方向性を整理して説明できる。(II-11, II-12)

４． 実習を通して、医学生としての基本姿勢を遵守し、指導者の指示のもとで適切に行動できる。(IV-1, VI-1, VI-3)

５． 実習で得たフィードバックや気づきを踏まえ、学習課題を言語化し、次の学習行動として示せる。(I-4, I-5)

事事前前・・事事後後学学習習のの方方法法

１． 事前学習 配布資料で実習の目的と注意事項等を事前に確認する。

２． 事後学習 実習での学びを振り返り、所定の提出物（ポートフォリオ等）を期限までに提出する。

成成績績評評価価方方法法・・基基準準

観察評価（基本姿勢・コミュニケーション・学習態度）　60%

ポートフォリオ（実習記録、振り返りシート）　30%

最終発表（医療の連続性・多職種連携・地域資源の統合）　10%

守秘義務違反・安全行動不備等の重大事項がある場合は別途対応する。

○ 教教　　科科　　書書

担当教員の指示に従う。

○ 参参　　考考　　書書

担当教員の指示に従う。
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R9. 1.18 月 1～8 早期臨床体験実習Ⅲ　オリエンテーション

1.19～21 火～木 1～8 早期臨床体験実習Ⅲ 医学教育改革推進センター

1.22 金 1～8 早期臨床体験実習Ⅲ　実習成果発表
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早早期期臨臨床床体体験験実実習習ⅢⅢ
【【EEaarrllyy  CClliinniiccaall  EExxppoossuurree  ⅢⅢ】】

年月日 曜日 時限 授　　　業　　　項　　　目　　（　内　　容　）
コアカリ項目

担　　当　　者

３　年　次


